
 

           全国公立学校教頭会通信 第 21号               

           き ず な 
               令和 6年度 中央研修大会 
 

 

令和７年２月７日（金）、全国公立学校教頭会令和６年度中央研修大会を開催（オンライン開催）しまし

た。その概要をお伝えいたします。 

 

１ 期日   令和７年２月７日（金）１３：００～１６：４５ 

２ 開催方法 オンライン開催【ＺＯＯＭミーティング利用による】 

３ 出席者  各単位教頭会・副校長会の代表参加者 約９００名 

４ 内容 

（１）開会行事 １３：００～１３：１５  司会（田口研究部員） 

  ①開会の言葉（全公教・中嶋副会長 ②会長挨拶（全公教・松野会長） ③趣旨説明（畠中研究部長） 

（２）基調講演 １３：１５～１４：３０  司会（牧田研究部員） 

 講師紹介（牧田研究部員） 

 演題：ウェルビーイングの視点から学校教育を問う 

 講師：内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局参事官 白井 俊 氏 

 【主な講演内容】 

  〇ウェルビーイングとは「当たり前」の追求である。しか

し、何が「当たり前」なのか個人によっても異なる。当

事者である子供の視点を重視したい。 

  〇エージェンシーとは、変化を起こすために、自分で目標

を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力であり、

他者との関係性の中で育まれるものである。 

  〇日本語の探求を英語に訳すのは難しい。探求は多面的

な活動であり、観察することや、質問すること、実験の

結果を伝えることなどを含むものである。 

  〇これからの日本の教育は、ウェルビーイングが何かを考えてそれを実現させていく。これは教育に携わる

私たちすべての責任である。 

 謝辞（全公教・三木副会長） 

（３）シンポジウム １４：４５～１６：４０  司会（楠本研究部員） 

  ①シンポジウム１４：４５～１６：２５ 

テーマ 『ウェルビーイングの構築に向けた学校の役割について』   

           ～働きがいのある魅力ある学校づくりと副校長・教頭のエージェンシー発揮～ 

  

コーディネーター  

 岐阜聖徳学園大学  教 授 山田 貞二 氏 

 

シンポジスト 

 神奈川県鎌倉市   教育長 高橋 洋平 氏 

 全国公立学校教頭会 研究部 池原 鉄  氏 

（沖縄県那覇市立城岳小学校 教頭） 

 

発 行 令和７年２月 25 日 

全国公立学校教頭会 広報部 

電話： 03-3436-4868 

Mail：  zenkokyo@kyotokai.jp 

HP：   https://kyotokai.jp 
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 【主な内容】 

  〇炭火のように持続的かつ多様でそして伝播していく学習者中心の学びを大切にしていきたい。 

  〇ウェルビーイングの構築に向けた学校の役割として、子どもや教師の成長に伴走できる環境を設計したい。

また多様な他者を受け入れ、共に創ることが大切ではないか。 

  〇ウェルビーイングを重視したカリキュラムを導入することが必要ではないか。 

  〇安全で支援的な環境を作るために、何でも言えたり、チャレンジしやすかったりして心理的安全性を整え

ることが必要ではないか。 

  〇カリキュラムを柔軟に考え、不登校児童生徒に対しても自己決定権や選択権を持たせられるような学校に

していけたらよいのではないか。 

  〇職員室の雰囲気を明るくし、職員を大切にできる教頭が人材育成に資するのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②質疑応答 １６：２５～１６：４０ 

 【主な内容】 

  〇教頭は勇気がくじかれてしまう瞬間もあるだろうが、仲間とシェアすることが大切である。 

  〇チームを意識して抱え込まないことで超過勤務も解消できていくのではないか。 

  

③謝辞（全公教・西田副会長） 

（４）閉会行事 １６：４０～１６：４５ 

〇諸連絡    〇アンケート記入 

 
オンデマンド研修 

期間：2月 7日～3月 31日 

全公教ホームページ 

会員ページよりアクセス 


